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渡良瀬川と利根川に挟まれた「水
郷」として知られる群馬県板倉町。
古くから水害で苦しんだ歴史を乗
り越えて、水の文化づくりに取組
む。白帆を揚げて川を行く高瀬舟
は、かつて利根川の舟運を担った板
倉の文化財。板倉町の水を活かし
たまちづくりについては、５ページ
のフォーラムをご覧下さい。

2571号

高
瀬
舟
（
群
馬
県
板
倉
町
）

　

レ
バ
ノ
ン
や
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
な

ど
戦
火
や
紛
争
に
追
わ
れ
る
難
民
の

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
な
い
日
は
な
い
。
世

界
で
は
い
ま
も
二
千
万
人
が
家
を
追
わ

れ
、
難
民
と
し
て
厳
し
い
状
況
の
中
で
苦

し
ん
で
い
る
。
遠
く
離
れ
た
平
和
な
日
本

の
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
実
は
日

本
に
も
「
他
人
事
で
は
な
い
」
と
様
々
な

活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
企

業
が
あ
る
。

　

札
幌
に
あ
る
富
士
メ
ガ
ネ
と
い
う
メ
ガ

ネ
店
も
そ
の
一
つ
、
紛
争
地
の
難
民
に
メ

ガ
ネ
を
贈
る
運
動
を
続
け
て
い
る
。
金
井

昭
雄
現
会

長
が
一
九

八
三
年
に

始
め
た
と

き
、
最
初

に
選
ん
だ

の
は
タ
イ

だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ

オ
ス
か
ら
逃
れ
た
難
民
の
多
く
は
着
の
身

着
の
ま
ま
、
な
ん
と
か
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

辿
り
つ
い
た
も
の
の
、
書
類
を
書
い
て
登

録
し
た
り
、
現
地
の
言
葉
を
学
ん
だ
り

と
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
メ
ガ
ネ

だ
。
と
い
っ
て
も
メ
ガ
ネ
は
一
人
ひ
と
り

の
視
力
に
合
わ
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い

か
ら
、
海
外
か
ら
の
も
の
を
送
り
付
け
る

だ
け
で
は
済
ま
な
い
。

　

支
援
活
動
を
始
め
て
二
三
年
、
タ
イ
に

続
い
て
ネ
パ
ー
ル
や
ア
ル
メ
ニ
ア
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
な
ど
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

延
べ
二
四
回
訪
問
し
、
贈
っ
た
メ
ガ
ネ
は

十
万
八
千
二
百
組
に
の
ぼ
る
。
最
初
は
尻

込
み
し
た
社
員
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、
こ
の
話
を
聞
き
つ
け
て

入
社
試
験
を
受
け
に
来
る
若
者
ま
で
出
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

持
っ
て
い
く
メ
ガ
ネ
レ
ン
ズ
は
四
千

組
、
フ
レ
ー
ム
は
流
行
遅
れ
に
な
っ
た
も

の
を
メ
ー
カ
ー
の
協
力
で
活
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
し
、
今
年
は
携
帯
用
検
眼
装

置
を
提
供
し
て
く
れ
る
光
学
メ
ー
カ
ー
も

出
て
き
て
、
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
毎

日
数
百
人
、
一
週
間
近
く
か
け
て
一
人
ひ

と
り
検
眼

を
し
て
そ

の
人
に
合

う
メ
ガ
ネ

を
作
る
。

現
場
で
対

応
し
き
れ

な
い
特
殊
な
も
の
は
日
本
に
帰
っ
て
か
ら

作
っ
て
送
り
届
け
る
き
め
細
か
さ
だ
。
金

井
さ
ん
が
自
ら
の
活
動
を
坂
本
竜
馬
の
海

援
隊
に
ち
な
ん
で
「
視
援
隊
」
と
名
付
け

た
心
意
気
が
う
か
が
え
る
。

　

苦
し
む
難
民
か
ら
は
感
謝
さ
れ
、
社
員

の
意
気
も
上
が
る
。
こ
れ
こ
そ
本
業
を
活

か
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
の
お
手
本
だ
。
金
井
さ

ん
は
こ
の
秋
、
難
民
支
援
活
動
で
最
高
の

栄
誉
で
あ
る
ナ
ン
セ
ン
賞
が
国
連
難
民
支

援
機
関
の
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
か
ら
贈
ら
れ
る
。
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政 策

▼
総
人
口
が
初
の
減

　

全
国
の
人
口
は
１
億
２
、
７
０
５
万

５
、
０
２
５
人
と
、
前
年
（
１
億
２
、

７
０
５
万
８
、
５
３
０
人
）
よ
り
３
、

５
０
５
人
減
少
し
た
。
全
国
人
口
は
１

９
６
８
年
の
調
査
開
始
以
来
一
貫
し
て

増
加
し
て
き
た
が
、
今
回
初
め
て
減

少
。
対
前
年
増
加
率
も
初
の
マ
イ
ナ
ス

（
△
０
・　

％
）
と
な
っ
た
。

００

　

な
お
、
全
国
の
人
口
を
男
女
別
に
み

る
と
、
男
は
６
、
２
１
５
万
５
、
２
３

１
人
（
構
成
比　

・　

％
）
で
、
女
は

４８

９２

６
、
４
８
９
万
９
、
７
９
４
人
（
同　

・
５１

　

％
）
だ
っ
た
。

０８

　

ま
た
、　

年
度
の
自
然
増
加
数
は
、

０５

死
亡
者
数
が
出
生
者
数
を
初
め
て
上
回

り
、
１
９
７
９
年
度
の
調
査
開
始
以
来

初
と
な
る
マ
イ
ナ
ス
６
、
７
４
８
人
と

な
っ
た
。
な
お
、
出
生
者
数
は　

年
度

７９

の
調
査
開
始
以
来
減
少
傾
向
に
あ
り
、

過
去
最
低
の
１
０
６
万
５
、
５
３
３
人

に
。
一
方
、
死
亡
者
数
は
同
増
加
傾
向

に
あ
り
、
過
去
最
高
の
１
０
７
万
２
、

２
８
１
人
だ
っ
た
。

▼
人
口
増
は
９
都
府
県

　

こ
れ
ら
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

人
口
数
は
、
東
京
都
が
１
、
２
２
７
万

３
、
３
７
６
人
と
最
多
。
次
い
で
、
神

奈
川
（
８
６
９
万
３
、
３
７
３
人
）、
大

阪
（
８
６
６
万
３
、
７
１
９
人
）、
愛
知

（
７
１
０
万
６
、
５
８
５
人
）、
埼
玉（
７

０
１
万
９
、
９
１
９
人
）
が
続
く
。
な

お
、
東
京
な
ど
人
口
数
上
位
の
九
都
道

府
県
で
全
国
人
口
の
過
半
数
（　

・　
５１

９７

％
）
を
占
め
て
い
る
。

　

逆
に
人
口
数
が
最
も
少
な
い
の
は
鳥

取
の　

万
４
３
４
人
で
、
以
下
、
島
根

６１

（　

万
４
、
６
７
７
人
）、
高
知
（　

万

７４

７９

９
、
１
２
１
人
）、
徳
島
（　

万
６
、
３

８１

２
１
人
）、
福
井（　

万
１
、
０
７
３
人
）

８２

が
続
く
。

　

対
前
年
の
人
口
増
減
で
み
る
と
、
人

口
が
増
加
し
た
の
は
９
都
府
県
。
最
も

増
加
数
が
多
い
の
は
東
京
の
８
万
９
、

８
６
７
人
で
、
神
奈
川
（
４
万
５
３
２

人
）、
愛
知
（
３
万
４
、
３
９
４
人
）
が

続
く
。
一
方
、
前
年
に
比
べ
減
少
し
た

の
は　

道
府
県
。
最
も
減
少
し
た
の
は

３８

北
海
道
の
△
２
万
３
、
０
５
７
人
で
、

青
森
（
△
１
万
２
、
４
８
７
人
）、
鹿
児

島
（
△
１
万
１
、
９
４
１
人
）
が
続
い

て
い
る
。

　

人
口
増
加
率
で
み
る
と
、
東
京
が

０
・　

％
と
最
も
高
い
。
以
下
、
愛
知

７４

（
０
・　

％
）、
神
奈
川
（
０
・　

％
）、

４９

４７

沖
縄
（
０
・　

％
）、
滋
賀
（
０
・　

４４

３６

％
）
の
順
。
逆
に
人
口
減
少
率
が
高
い

の
は
秋
田
で
△
０
・　

％
。
以
下
、
青

８８

森
（
△
０
・　

％
）、
高
知
（
△
０
・　

８５

８１

％
）、
長
崎
（
△
０
・　

％
）、
山
形

７５

　

総
務
省
は
８
月
４
日
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
・
人
口
動
態
・

世
帯
数
（
２
０
０
６
年
３
月　

日
現
在
）
を
ま
と
め
た
。

31

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
人
口
は
１
億
２
、７
０
５
万
５
、０
２
５
人
、

対
前
年
比
３
、５
０
５
人
減
で
、
１
９
６
８
年
の
調
査
開
始
以
来
初
め

て
の
減
少
と
な
っ
た
。
人
口
減
少
の
要
因
は
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り

出
生
者
数
が
死
亡
者
数
を
下
回
り
、
初
の
自
然
減
に
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

　

年
齢
別
で
は
、
老
年
人
口
（　

歳
以
上
）
の
割
合
が
、
０
・
６
ポ
イ

65

ン
ト
増
の　

・
３
％
で
初
め
て　

％
台
に
達
し
た
。
一
方
、
年
少
人
口

20

20

（　

歳
未
満
）
は
、
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の　

・
８
％
と
過
去
最
低
を
更

15

13

新
。
少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
行
し
た
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

ま
た
、
町
村
部
人
口
は
市
町
村
合
併
の
影
響
を
受
け
、
前
年
比　

・
33

５
％
と
大
幅
に
減
少
し
、
１
、３
８
８
万
８
、０
１
０
人
、
全
人
口
に
占

め
る
割
合
は　

・
９
％
と
な
っ
た
。

10

総務省調査総務省調査

全国人口が初めて減少全国人口が初めて減少全国人口が初めて減少
―少子高齢化も一段と進少子高齢化も一段と進行――少子高齢化も一段と進行―

住民基本台帳人口住民基本台帳人口住民基本台帳人口（2006年3月31日現在）
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（
△
０
・　

％
）
が
続
く
。

７１

　

自
然
増
減
数
で
み
る
と
、
自
然
増
加

と
な
っ
た
の
は　

都
府
県
。
最
も
多
い

１１

の
は
神
奈
川
（
１
万
８
、
２
８
０
人
）

で
、
愛
知
（
１
万
４
、
９
９
７
人
）、
埼

玉
（
１
万
２
、
３
７
７
人
）
の
順
。
自

然
増
加
率
で
は
沖
縄
（
０
・　

％
）
が

５３

最
も
高
く
、
愛
知
（
０
・　

％
）、
神
奈

２１

川
（
０
・　

％
）
が
続
く
。
逆
に
自
然

２１

減
少
と
な
っ
た
の
は
北
海
道
（
△
８
、

２
５
０
人
）、
秋
田
（
△
５
、
６
１
３

人
）、
新
潟
（
△
５
、
３
９
１
人
）
な
ど

　

道
府
県
。
自
然
減
少
率
で
は
、
秋
田

３６が
△
０
・　

％
と
最
も
高
く
、
高
知
（
△

４８

０
・　

％
）、
島
根
（
△
０
・　

％
）
が

３９

３５

続
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
社
会
増
減
数
で
み
る
と
、

社
会
増
加
と
な
っ
た
の
は
東
京
（
８
万

５
、
６
５
２
人
）、
神
奈
川
（
２
万
２
、

２
５
２
人
）、
愛
知
（
１
万
９
、
３
９
７

人
）
な
ど
７
都
県
。
社
会
増
加
率
で
は

東
京
が
０
・　

％
と
最
も
高
く
、
愛
知

７０

が
０
・　

％
、
神
奈
川
が
０
・　

％
で

２７

２６

続
く
。
逆
に
社
会
減
少
数
が
最
も
多

か
っ
た
の
は
北
海
道
で
△
１
万
４
、
８

０
７
人
。
次
い
で
長
崎
（
△
８
、
７
７

３
人
）、
青
森
（
△
８
、
１
７
２
人
）
の

順
。
社
会
減
少
率
で
は
、
長
崎
が
△

０
・　

％
と
最
も
高
く
、
青
森
の
△
０
・

５８

　

％
、
鹿
児
島
の
△
０
・　

％
が
続
い

５５

４６

て
い
る
。

▼
町
村
人
口
が　

％
減

３３

　

全
国
の
人
口
を
市
部
と
町
村
部
に
分

け
て
み
る
と
、市
部
人
口
は
１
億
１
、３

１
６
万
７
、０
１
５
人
と
、前
年
に
比
べ

６
９
９
万
２
、２
４
５
人（
６
・　

％
）増

５９

加
。一
方
、町
村
部
人
口
は
１
、３
８
８

万
８
、
０
１
０
人
と
市
町
村
合
併
の
影

響
に
よ
り
前
年
に
比
べ
６
９
９
万
５
、

７
５
０
人（
△　

・　

％
）も
減
少
し
た
。

３３
５０

な
お
、　

年
度
に
お
け
る
市
制
施
行
と

０５

合
併
に
よ
り
、
町
村
部
か
ら
市
部
へ
移

動
し
た
人
口
は
６
９
２
万
８
９
７
人
。

　

な
お
、
人
口
２
万
未
満
の
市
は　

市
１１

あ
り
、
最
も
少
な
い
の
は
歌
志
内
市
の

５
、
３
２
１
人
で
、
三
笠
市
（
１
万
２
、

０
２
０
人
）、
夕
張
市
（
１
万
３
、
２
６

８
人
）
が
続
く
。
ま
た
、
人
口
５
万
を

超
え
る
町
村
は
５
町
村
。
愛
知
県
三
好

町
が
５
万
２
、
８
７
４
人
と
最
も
多

く
、
岩
手
県
滝
沢
村
（
５
万
２
、
８
１

０
人
）、
和
歌
山
県
岩
出
町
（
５
万
１
、

０
３
２
人
）、
広
島
県
府
中
町
（
５
万
９

２
６
人
）、
千
葉
県
大
網
白
里
町
（
５
万

　

人
）
の
順
。
一
方
、
人
口
５
０

９６０
未
満
の
町
村
は
６
町
村
で
、
東

京
都
青
ヶ
島
村
（
１
９
５
人
）、
東

京
都
御
蔵
島
村
（
２
５
８
人
）、
東

京
都
利
島
村
（
２
９
６
人
）
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

▼　

歳
以
上
が
初
の
２
割
超

６５

　

全
国
の
人
口
を
年
齢
階
級
別
に

み
る
と
、
老
年
人
口
（　

歳
以
上
）

６５

が
２
、
５
７
９
万
２
、
１
９
０
人

と　

年
の
調
査
開
始
以
来
初
め
て

９４

　

％
を
突
破
し
た
。
一
方
、
年
少

２０人
口
（　

歳
未
満
）
は
１
、
７
５

１５

３
万
３
、
０
６
６
人
（　

・　

％
）、

１３
８０

生
産
年
齢
人
口
（　

歳
以
上　

歳

１５

６５

未
満
）
は
８
、
３
７
２
万
９
、
７

５
４
人
（　

・　

％
）
だ
っ
た
。

６５

９０

　

こ
れ
を
都
道
府
県
別
に
み
る

と
、
老
年
人
口
率
が
最
も
大
き
い

の
は
島
根
で　

・　

％
。
以
下
、
秋
田

２７

１２

（　

・　

％
）、
高
知
（　

・　

％
）
の

２６

７９

２５

７６

順
。
逆
に
老
年
人
口
率
が
小
さ
い
の
は

沖
縄
（　

・　

％
）、
埼
玉
（　

・　

１５

８８

１６

６６

％
）、
神
奈
川（　

・　

％
）の
順
と
な
っ

１７
２３

て
い
る
。

　

一
方
、
年
少
人
口
率
は
沖
縄
（　

・
１８

　

％
）
で
最
も
大
き
く
、
滋
賀
（　

・

５１

１５

　

％
）、
佐
賀
（　

・　

％
）
の
順
。
逆

４９

１５
０６

に
小
さ
い
の
は
東
京
（　

・　

％
）、
秋

１１
８５

田
（　

・　

％
）、
北
海
道
（　

・　

１２

２７

１２

７１

％
）。
生
産
年
齢
人
口
率
は
、
東
京

（　

・　

％
）、
埼
玉
（　

・　

％
）、
神

６９

６０

６９

２５

奈
川
（　

・　

％
）
で
大
き
く
、
島
根

６９

０７

（　

・　

％
）、
山
形
（　

・　

％
）、
鹿

５９

４８

６０

７４

児
島
（　

・　

％
）
で
小
さ
か
っ
た
。

６０

８８

▼
１
世
帯
人
員
が
過
去
最
低

　

全
国
の
世
帯
数
は
５
、
１
１
０
万

２
、
０
０
５
世
帯
と
前
年
（
５
、
０
４

５
万
６
、
０
１
５
世
帯
）
よ
り　

万
５
、

６４

９
９
０
世
帯
（
１
・　

％
）
増
加
し
た
。

２８

１
世
帯
の
平
均
構
成
人
員
は
２
・　

人
４９

と
、　

年
の
調
査
開
始
以
来
、
最
も
低

６８

く
な
っ
た
。
こ
れ
を
都
道
府
県
別
に
み

る
と
、
最
も
多
い
の
は
福
井
の
３
・　
１０

人
で
、
山
形
（
３
・　

人
）、
富
山

０９

（
２
・
９
６
１
人
）
が
続
く
。
逆
に
少
な

い
の
は
東
京
の
２
・　

人
で
、
北
海
道

０６

（
２
・　

人
）、
鹿
児
島
（
２
・　

人
）

１８

２８

が
続
い
て
い
る
。

市部及び町村部の人口動態
町　村　部市　　　部区　　　　　　　分

20,883,760人106,174,770人平成１７年３月３１日現在人口　　　　　　（Ａ）
平成１７年度に市制施行及び合併により

△　6,920,897人6,920,897人町村部から市部へ移動した人口　　　（Ｂ）
△　　36,632人29,884人自然増加数（Ｃ）

平
成　

年
度

17

△　　　0.26％0.03％自然増加率（Ｃ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝
△　　38,221人41,464人社会増加数（Ｄ）
△　　　0.27％0.04％社会増加率（Ｄ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝
△　6,995,750人6,992,245人増加人口（Ｂ）＋（Ｃ）＋（Ｄ）＝（Ｆ）
〔△　　74,853〕〔　71,348〕　　　　〔（Ｃ）＋（Ｄ）＝（Ｅ）〕
△　　33.50％6.59％増加率　（Ｆ）／（Ａ）

〔△　　　0.54〕〔　　0.06〕　　　　〔（Ｅ）／｛（Ａ）＋（Ｂ）｝〕
13,888,010人113,167,015人平成１８年３月３１日現在人口（Ａ）＋（Ｆ）



町 村 週 報第２５７１号 （第三種郵便物認可） 平成１８年８月２８日 ４

政 策

平成１８年住民基本台帳に基づく人口及び世帯数           

全国世帯数増加率
％市部人口増加率

％町村部人口増加率
％全国人口都道府県名

2,580,5772.104,499,464△     9.281,130,506△     0.415,629,970北 海 道
559,9926.301,108,784△　18.21351,360△     0.851,460,144青 森 県
494,55323.111,057,959△　38.60330,205△     0.641,388,164岩 手 県
873,86721.831,896,899△　43.69447,670△     0.312,344,569宮 城 県
415,26817.251,037,720△　57.87118,636△     0.881,156,356秋 田 県
392,7266.78947,128△　20.62265,035△     0.711,212,163山 形 県
729,71212.861,606,672　△　28.04494,179△     0.452,100,851福 島 県
1,066,41724.982,695,905△　64.98292,628△     0.142,988,533茨 城 県
721,8209.491,598,235△　25.37411,263△     0.062,009,498栃 木 県
737,18915.031,636,374△　36.05383,663△     0.122,020,037群 馬 県
2,740,2444.246,302,738△　25.01717,1810.247,019,919埼 玉 県
2,415,2894.885,727,069△　45.22308,5890.206,035,658千 葉 県
5,965,3010.7512,184,915△     0.9588,4610.7412,273,376東 京 都
3,713,4600.968,351,585△　10.30341,7880.478,693,373神 奈 川 県
824,87314.042,301,819△　68.32136,663△     0.472,438,482新 潟 県
376,39620.371,016,911△　64.1597,803△     0.271,114,714富 山 県
427,3411.69963,660△     8.30207,446△     0.231,171,106石 川 県
265,13821.21710,436△　53.42110,637△     0.31821,073福 井 県
325,2657.38745,674△　28.78133,565△     0.31879,239山 梨 県
792,35214.001,703,551△　30.70487,323△     0.272,190,874長 野 県
717,9151.951,773,607△　10.28331,404△     0.192,105,011岐 阜 県
1,381,34911.943,438,815△　52.16337,088△     0.023,775,903静 岡 県
2,727,1616.806,389,099△　34.18717,4860.497,106,585愛 知 県
691,2798.001,618,479△　33.85238,977△     0.131,857,456三 重 県
478,0968.611,231,829△　41.00133,5640.361,365,393滋 賀 県
1,073,7982.382,358,915△　21.34207,505△     0.062,566,420京 都 府
3,737,6920.058,469,660△     0.10194,0590.058,663,719大 阪 府
2,241,0306.965,293,234△　54.90283,550△     0.015,576,784兵 庫 県
535,9284.531,120,462△　14.79309,904△     0.371,430,366奈 良 県
417,37517.40764,543△　28.80297,016△     0.641,061,559和 歌 山 県
221,162△     0.32438,948△     1.01171,486△     0.52610,434鳥 取 県
271,0333.84615,986△　17.75128,791△     0.67744,677島 根 県
750,1273.881,804,248△　31.84150,671△     0.161,954,919岡 山 県
1,187,5803.312,682,377△　31.70188,530△     0.062,870,907広 島 県
629,8416.691,411,915△　52.5387,087△     0.521,499,002山 口 県
311,57519.51607,539△　33.11208,782△     0.51816,321徳 島 県
397,80126.40859,357△　52.25166,731△     0.281,026,088香 川 県
614,0462.881,335,075△　22.71151,871△     0.481,486,946愛 媛 県
345,18411.52618,334△　28.01180,787△     0.81799,121高 知 県
2,078,1333.584,251,304△　15.45776,7220.105,028,026福 岡 県
300,04822.32681,347△　40.07190,955△     0.38872,302佐 賀 県
599,33517.981,327,179△　56.00167,700△     0.751,494,879長 崎 県
706,00012.131,429,310△　27.00429,212△     0.221,858,522熊 本 県
490,4318.441,160,696△　60.6261,018△     0.301,221,714大 分 県
485,58214.36911,419△　31.17260,983△     0.321,172,402宮 崎 県
771,14526.671,409,886△　46.89349,764△     0.671,759,650鹿 児 島 県
523,5799.651,070,054△　22.04311,7660.441,381,820沖 縄 県

51,102,0056.59113,167,015△　33.5013,888,010△     0.00127,055,025合 計

（平成１８年３月３１日現在）

※町村の数 1,044、１町村当り平均人口 13,303人
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フォーラム
　

県
と
一
諸
の
取
り
組
み

　

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

地
図
を
見
て
も
ら
う
と
よ
く
分
か
り

ま
す
が
、
群
馬
県
は
丁
度
鶴
が
舞
っ
て

い
る
姿
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
鶴

舞
う
形
の
群
馬
県
」
と
形
容
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
板
倉
町
は
そ
の
口
ば
し

の
部
分
を
占
め
る
県
の
最
東
端
の
町
で

あ
り
、
栃
木
、
埼
玉
、
茨
城
県
に
接
す

る
県
境
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

町
の
面
積
は
約　

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

４２

ル
、
人
口
約
１
万
６
０
０
０
人
程
の
純

農
村
地
域
と
も
言
う
べ
き
町
で
す
。

　

板
倉
町
は
平
成
に
入
っ
て
群
馬
県
と

一
諸
に
大
学
の
誘
置
、
駅
の
設
置
、
そ

し
て
住
宅
団
地
事
業
と
い
っ
た
板
倉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
学
園
都
市
構
想
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ

て
は
、
治
水
関
係
も
万
全
な
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
結
局
総
面
積
２
１

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
学
、
駅
、
住
宅
、

治
水
の
４
つ
の
事
業
を
同
時
に
行
う
と

い
う
、
小
さ
な
町
と
し
て
は
極
め
て
規

模
の
大
き
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
い
多
く
の
人
々
の
多
大
な
御
協
力

も
あ
り
、
平
成
９
年
に
は
東
洋
大
学
板

倉
キ
ャ
ン
パ
ス
、
東
武
日
光
線
板
倉
新

駅
が
誕
生
、
治
水
関
係
も
今
年
排
水
機

場
が
完
成
、
ほ
ぼ
万
全
な
状
態
と
な
り

ま
し
た
。

水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

〜
重
要
文
化
的
景
観
選
定
に
向
け
て
〜

　

〜
重
要
文
化
的
景
観
選
定
に
向
け
て
〜

群
馬
県

群
馬
県 

板
倉
町

板 
倉 
町

△

駅
か
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
望
む Ｎ

埼玉県

前橋市

長
野
県

栃
木
県

板
倉
町

・

・

高 瀬 舟高　瀬　舟

現
地
レ
ポ
ー
ト

現
地
レ
ポ
ー
ト

第
５
回
む
ら
の
伝
統
文
化
顕
彰

第
５
回
む
ら
の
伝
統
文
化
顕
彰
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フォーラム
　

大
き
な
変
革
の
な
か
で

　

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

　

し
か
し
こ
の
間
国
も
地
方
も
大
き
な

変
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
２
０
０
０
年

４
月
か
ら
地
方
分
権
一
括
法
が
施
行
さ

れ
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
よ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
特
性
を
活
か
し
た

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
三
位
一
体
の
改
革
を
は
じ

め
、
地
方
交
付
税
等
の
大
幅
な
減
額
も

あ
り
、
こ
こ
数
年
地
方
財
政
が
極
端
に

厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
そ
れ
を
見
透
し

た
か
の
よ
う
に
、
平
成
の
大
合
併
が
促

進
さ
れ
る
と
い
う
、
ま
さ
に
地
方
自
治
体

の
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
大
き
な
変

化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
国
に
お
い
て
は
、
市
場
原
理
、

効
率
第
一
と
い
っ
た
方
向
が
強
調
さ
れ

た
結
果
、
所
得
較
差
の
拡
大
、
自
殺
者

や
犯
罪
の
増
加
、
ま
た
人
口
が
都
市
に

集
中
し
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
農
山
村
が

衰
退
。
そ
し
て
日
本
が
世
界
に
誇
っ
て

き
た
景
観
が
失
わ
れ
、
か
つ
て
の
地
域

社
会
に
存
在
し
た
み
ん
な
で
支
え
合
う

と
い
っ
た
連
帯
意
識
や
責
任
感
の
欠

如
、
伝
統
的
な
文
化
の
喪
失
に
よ
っ
て

心
の
支
え
が
失
わ
れ
る
と
い
う
、
新
た

な
現
象
が
噴
出
し
て
き
た
よ
う
な
気
が

い
た
し
ま
す
。

　

我
が
国
が
こ
の
ま
ま
進
ん
で
い
っ
た

場
合
、
は
た
し
て
本
当
に
未
来
が
展
望

で
き
る
の
か
、
国
民
は
幸
せ
を
享
受
で

き
る
の
か
心
配
で
す
。
何
か
か
ん
じ
ん

な
大
切
な
も
の
を
見
失
っ
て
い
な
い

か
、
そ
ん
な
気
が
い
た
し
ま
す
。

　

古
く
は
論
語
に
「
温
故
知
新
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
郷
土
の
先

人
、
田
中
正
造
翁
は
、
足
尾
鉱
毒
問
題

で
悩
ま
れ
た
と
き
は
必
ず
現
地
に
足
を

運
ぶ
、
い
わ
ゆ
る
原
点
を
し
っ
か
り
認

識
す
る
と
い
う
こ
と
を
大
事
な
教
訓
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
町
で
は　

世
紀
を
迎
え
る
に
あ

２１

た
り
、
学
園
都
市
構
想
を
進
め
る
か
た

わ
ら
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
郷
土
の
文

化
、
芸
能
、
民
俗
行
事
等
を
、
先
ず
は

徹
底
的
に
収
録
し
よ
う
と
、
民
間
の
人

達
に
よ
る「
ビ
デ
オ
で
板
倉
を
遺
す
会
」

が
結
成
さ
れ
、
収
録
に
努
力
を
い
た
し

ま
し
た
。
同
時
に
講
座
「
板
倉
学
」
の

学
習
会
を
通
し
て
町
の
歴
史
や
、
先
人

達
が
ど
ん
な
思
い
で
郷
土
を
つ
く
り
あ

げ
て
き
た
の
か
を
町
民
と
共
に
学
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

水
と
の
闘
い
の
歴
史

　

板
倉
町
の
南
境
に
は
我
が
国
最
大
の

流
域
面
積
を
誇
る
利
根
川
が
流
れ
、
北

境
に
は
鉱
毒
問
題
で
有
名
な
渡
良
瀬
川

が
流
れ
こ
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
た
め
昔

か
ら
水
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た
反
面
、

夏
の
増
水
期
に
は
し
ば
し
ば
洪
水
氾
濫

に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
洪
水
常
習
地
帯

で
、
水
場
と
も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

か
つ
て
館
林
城
主
で
あ
っ
た
榊
原
康

政
、
徳
川
綱
吉
の
時
代
に
、
利
根
・
渡

良
瀬
川
堤
防
築
堤
が
な
さ
れ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自
然
の
猛
威
は

そ
の
堤
防
を
も
何
度
も
欠
壊
さ
せ
ま
し

た
。
特
に
明
治
期
に
は
公
害
の
原
点
と

も
い
わ
れ
た
足
尾
鉱
毒
事
件
が
発
生
、

精
練
の
際
に
発
生
す
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に

よ
っ
て
足
尾
の
山
か
ら
木
や
草
が
消
え

る
に
及
ん
で
、
毎
年
の
よ
う
に
洪
水
が

お
き
、
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
明
治
政
府
は
、
洪
水
を
防
ぐ
た

め
に
渡
良
瀬
遊
水
地
計
画
を
つ
く
り
ま

し
た
が
、
そ
の
た
め
私
の
町
に
隣
接
を

し
て
い
た
谷
中
村
が
廃
村
に
追
い
こ
ま

れ
、
多
く
の
村
民
が
他
に
移
住
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
と
い
う
辛
い
歴
史
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
今
年
は
谷
中
村
廃
村

１
０
０
年
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

水
場
の
知
恵
、
水
場
の
文
化

　

先
人
達
は
、
長
い
水
と
の
闘
い
の
歴

史
の
な
か
で
、
こ
の
地
方
独
特
の
水
場

の
知
恵
、
水
場
の
文
化
を
育
く
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
「
水
塚
」

と
言
わ
れ
る
防
災
施
設
が
あ
り
ま
す
。

水
害
時
に
人
や
家
財
道
具
・
食
糧
・
家

畜
な
ど
を
守
る
た
め
の
施
設
で
、
屋
敷

の
一
隅
に
土
盛
り
を
し
、
そ
こ
に
水
防

建
築
を
建
て
る
も
の
で
す
。
一
般
的
に

は
１
階
部
分
が
備
蓄
米
、
味
そ
醤
油
樽

等
の
貯
蔵
場
所
に
、
２
階
部
分
が
水
害

時
の
居
住
場
所
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
母
屋
や
納
屋
等
の
軒
先
に
は

「
揚
舟
」と
い
う
も
の
が
吊
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
水
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き

に
は
降
ろ
し
て
使
用
す
る
も
の
で
、
水

害
時
に
人
や
家
畜
、
食
糧
や
水
、
そ
し

て
家
財
道
具
な
ど
を
運
ん
だ
舟
で
す
。

そ
の
他
に
川
田
と
言
わ
れ
て
い
る
堀
り

上
げ
田
や
、
潜
り
橋
、
サ
イ
フ
ォ
ン（
暗

渠
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
か
つ
て
板
倉
町
の
郷
土
芸
能
、

水
害
圏
の
信
仰
、
民
俗
行
事
な
ど
を
調

査
さ
れ
た
専
門
家
の
人
達
は
、
そ
の
種

△

揚
舟
ツ
ア
ー
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類
の
多
さ
、
保
存
状
態
が
、
何
れ
も
関

東
の
中
で
も
特
殊
な
地
位
を
占
め
、
ま

さ
に
民
俗
芸
能
の
宝
庫
で
あ
る
と
驚
嘆

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
等
は
何
れ
も
水

に
苦
し
ん
で
き
た
歴
史
の
重
み
、
そ
し

て
水
害
を
防
ぐ
と
い
う
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
地
域
住
民
の
運
命
共
同
体
意

識
の
強
さ
、
ま
た
苦
し
い
が
故
に
み
ん

な
で
う
た
い
踊
る
と
い
う
形
で
、
芸
能

等
が
育
て
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
こ
の
地
は
、
群
馬
の
水
郷
と

言
わ
れ
る
く
ら
い
標
高
差
の
少
い
低
湿

地
域
で
、
い
っ
た
ん
水
が
入
る
と
な
か

な
か
水
が
出
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
内
水
排
除
に
も
腐
心
し
、
先
人

達
は
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の
結

果
、
昭
和
２
年
、
群
馬
県
で
最
初
の
機

械
に
よ
る
排
水
機
場
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
お
か
げ
で
広
大
な
湿
地
が
美
田
に

生
ま
れ
変
り
、
群
馬
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

も
称
さ
れ
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

重
要
文
化
的
景
観
へ
の
取
り
組
み

　

板
倉
町
は
昭
和　

年
９
月
、
関
東
地

２２
方
を
襲
っ
た
カ
ス
リ
ン

台
風
で
、
渡
良
瀬
遊
水

地
の
堤
防
が
欠
壊
、
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
そ
の
後　

年
近

６０

く
水
害
に
出
会
う
こ
と

も
な
く
、
先
人
達
が
大

切
に
し
て
き
た
水
塚
や

揚
舟
、
そ
の
他
の
水
文

化
が
次
第
に
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

た
し
か
に
今
は
以
前

に
比
べ
、
便
利
で
豊
か

な
社
会
が
実
現
し
た
こ

と
も
事
実
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
前
に
触
れ

た
よ
う
に
今
の
我
が
国

の
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を

考
え
る
と
、
も
う
一
度

原
点
を
見
つ
め
な
お
す

時
期
に
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
い
た
し

ま
す
。

　

欧
米
の
主
要
国
で
は
、
我
が
国
と
比

べ
て
遥
か
に
厳
格
で
詳
細
な
景
観
法
を

定
め
、
街
並
み
や
農
村
景
観
づ
く
り
を

行
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
こ
と
が
国
家
や
地
方
の
品

格
、
質
の
高
さ
と
し
て
国
民
の
誇
り
に

も
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
点
残
念
な
が
ら
我
が
国
で
は
土

地
や
建
物
等
、
個
人
の
財
産
権
の
主
張

が
強
く
、
景
観
等
共
通
の
財
産
と
い
う

認
識
は
ま
だ
ま
だ
と
い
う
感
じ
が
い
た

し
ま
す
。
し
か
し
近
年
、
国
に
お
い
て

も
市
民
の
間
か
ら
も
、
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
景
観
を
重
要
視
す
る
気

運
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
い

た
し
ま
す
。

　

板
倉
町
は
平
成　

年
６
月
、
文
化
庁

１５

の
「
農
林
水
産
業
に
関
連
す
る
文
化
的

景
観
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
の
景
観
と
は
、
農
林
水
産
業
な
ど

の
生
活
の
営
み
の
な
か
で
つ
く
ら
れ

た
、
歴
史
や
文
化
に
関
連
し
た
特
色
あ

る
景
観
を
選
定
し
た
も
の
で
、
当
町
の

場
合
は
、
町
の
ほ
ぼ
中
央
を
流
れ
る
谷

田
川
の
柳
山
群
落
、
川
田
、
サ
イ
フ
ォ

ン
、
排
水
機
場
、
潜
り
橋
と
い
っ
た
低

湿
地
特
有
の
景
観
や
施
設
、
そ
し
て
町

の
東
側
に
位
置
す
る
広
大
な
渡
良
瀬
遊

水
地
、
特
に
１
５
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

も
及
ぶ
よ
し
焼
き
等
が
複
合
景
観
と
し

て
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
平
成　

年
か
ら
は
、
県
と
町
に

１６

よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
、

各
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
文
化
庁
や

民
間
の
団
体
等
の
支
援
も
あ
っ
て
、
川

舟
の
製
作
や
よ
し
ず
製
作
、
板
倉
町
の

漁
法
、
川
田
の
製
作
、
綿
栽
培
と
綿
織

物
、
水
郷
の
伝
統
食
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
方
平
成　

年
、
文
化
財
保
護
法
の

１６

改
正
に
よ
り
「
文
化
的
景
観
」
が
文
化

財
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

文
化
的
景
観
と
は
、
人
間
の
手
に

よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
景
観
の
こ
と

△

渡
良
瀬
遊
水
地

△

よ
し
焼
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で
、
生
業
の
中
か

ら
生
れ
た
景
観

は
、
人
間
と
自
然

の
織
り
な
す
そ
の

地
域
独
特
の
景
観

を
つ
く
り
出
し
て

お
り
、
そ
の
中
で

も
特
に
重
要
な
も

の
を
「
重
要
文
化

的
景
観
」
と
し
た

も
の
で
す
が
、
そ

の
第
１
号
と
し
て

は
、
平
成　

年
１

１８

月
に
、
滋
賀
県
近

江
八
幡
市
の
「
近

江
八
幡
の
水
郷
」

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

板
倉
町
は
昨
年　

月
、
町
制
施
行　

１０

５０

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
あ
ら
た
め

て
、「
こ
れ
か
ら
は　

年
、
１
０
０
年
先

５０

を
見
据
え
、
町
の
最
大
の
特
性
で
も
あ

る
水
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行

い
、
最
終
的
に
は
重
要
文
化
的
景
観
を

目
指
す
」こ
と
を
決
意
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
面
は
３
ケ
年
で
「
板
倉
の
水
郷
景

観
や
保
存
計
画
」
策
定
に
向
け
て
、
調

査
・
策
定
事
業
を
進
め
て
い
る
段
階
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
町
民
の
理
解
や
、
町

民
を
巻
き
こ
ん
で
の
取
り
組
み
、
景
観

計
画
調
査
や
条
例
の
制
定
等
困
難
な
こ

と
も
多
く
、
道
遠
し
と
い
う
状
況
な
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
現
在
の
板
倉
町
は
、
先
人
達

が
生
活
や
生
業
を
連
綿
と
続
け
て
き
た

結
果
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
地
方
特
有

の
景
観
や
文
化
を
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
も
現
在
の
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
大

切
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
達
が
ふ
だ
ん
何
気
な
く
見
て
い
る

景
観
、
そ
れ
は
言
葉
で
は
言
い
表
す
こ

と
の
で
き
な
い
よ
う
な
大
き
な
安
ら
ぎ

を
与
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
も
し
一

度
失
っ
た
ら
、
い
く
ら
後
悔
し
て
も
取

り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
財
産

な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
町
民
と
力
を

合
わ
せ
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
板
倉
町
長　

針
ヶ
谷
照
夫
）

△

水
塚

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

291514212岡 山 県1510514富 山 県1803514515130北 海 道

2314909広 島 県1910909石 川 県401030822青 森 県

2213909山 口 県179808福 井 県351322616岩 手 県

24816115徳 島 県8119623725長 野 県361323122宮 城 県

178909香 川 県422121219岐 阜 県25131239秋 田 県

2011909愛 媛 県4223 19019静 岡 県351322319山 形 県

351124618高 知 県633528226愛 知 県6112491633福 島 県

692742438福 岡 県291415015三 重 県443212210茨 城 県

231013013佐 賀 県261313013滋 賀 県331419019栃 木 県

231310010長 崎 県281414113京 都 府3912271017群 馬 県

481434826熊 本 県43331019大 阪 府714031130埼 玉 県

1814413大 分 県412912012兵 庫 県563620317千 葉 県

31922319宮 崎 県3912271215奈 良 県39261385東 京 都

491732428鹿児島県30921120和歌山県351916115神奈川県

4111301911沖 縄 県19415114鳥 取 県28131569山 梨 県

1,8197791,040196844合　 計21813112島 根 県35201569新 潟 県

都道府県別市町村数 （平成18年８月１日現在）
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村
は
、
２
０
０
５
年
度
に
開
設
し

た
「
東
通
村
学
習
塾
」
の
今
年
度
の

講
習
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
今
年
度

か
ら
対
象
を
全
中
学
生
に
拡
大
し
、

３
年
生
の
講
習
を
週
２
回
に
増
や
す

な
ど
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
。

　

同
学
習
塾
は
、
中
学
生
の
保
護
者

と
村
教
委
が
共
同
で
開
設
。
む
つ
市

の
学
習
塾
の
講
師
が
村
の
体
育
館
で

英
語
、
数
学
、
国
語
、
理
科
、
社
会

を
教
え
る
。

　

講
習
は
、
３
年
生
は
毎
週
土
日
の

各
４
時
間
、
２
年
生
は
毎
週
日
曜
、

１
年
生
は
毎
週
土
曜
に
そ
れ
ぞ
れ
３

時
間
受
講
す
る
。

　

な
お
、
夏
休
み
と
冬
休
み
中
は
特

別
講
習
と
し
て
、
平
日
４
日
程
度
実

施
す
る
。

　

町
な
ど
の
「
猪
苗
代
絆
づ
く
り
実

行
委
員
会
」
は
、
第
５
回
「
心
の
手

紙
コ
ン
テ
ス
ト　

母
か
ら
子
へ
の
手

紙
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い
る
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
町
出
身
の
野

口
英
世
に
母
シ
カ
が
宛
て
た
有
名
な

手
紙
を
ヒ
ン
ト
に
、
母
と
子
の
絆
を

強
く
し
、
あ
る
べ
き
親
子
関
係
の
姿

を
見
出
す
た
め
に
企
画
さ
れ
た
も

の
。

　

応
募
は
「
お
母
さ
ん
」
に
限
り
、

子
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
４
０
０
字
以

内
で
綴
る
。
募
集
期
間
は
９
月　

日
３０

ま
で
で
、　

月
上
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

１１

ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
等
で
入
選
者
を
発
表
す

る
。
大
賞
に
は
賞
金　

万
円
が
贈
ら

１０

れ
る
。

　

審
査
は
、
町
の
母
親
が
一
次
選
考

を
行
い
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
大
石
邦

子
さ
ん
ら
が
最
終
選
考
を
行
う
。

　

２
０
０
６
年
１
月
１
日
に
神
泉
村

と
合
併
し
た
町
は
、
新
町
の
町
章
の

デ
ザ
イ
ン
と
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
「
花
」「
木
」「
鳥
」
の
募
集
を
始

め
た
。
共
に
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
人
が
対

象
。

　

町
章
は
、
町
の
風
土
や
歴
史
、
文

化
等
の
イ
メ
ー
ジ
や
将
来
像
な
ど
に

ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
、
町
旗
や
バ
ッ

ジ
、
封
筒
な
ど
に
使
用
で
き
る
デ
ザ

イ
ン
が
条
件
。
一
方
、
花
と
木
、
鳥

は
町
内
に
自
生
、
棲
息
し
て
い
る
も

の
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

応
募
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

直
接
で
き
る
。

　

町
は
、
自
主
財
源
の
確
保
や
事
業

者
の
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）に
掲
載
す
る
バ
ナ
ー

広
告
の
募
集
を
始
め
た
。

　

掲
載
場
所
は
町
Ｈ
Ｐ
の
ト
ッ
プ
画

面
右
側
に
４
枠
を
用
意
す
る
。
掲
載

期
間
は　

月
１
日
か
ら
来
年
９
月　

１０

３０

日
ま
で
の
１
年
間
で
、
掲
載
料
は
月

額
９
、
０
０
０
円
（
税
込
み
）。
サ
イ

ズ
は
縦　

ピ
ク
セ
ル
、
横
１
０
０
ピ

５０

ク
セ
ル
で
４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内
の
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
や
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
の
静
止
画
が

条
件
。

　

４
月
現
在
で
、
町
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
１
カ
月
約

１
万
６
、
５
０
０
件
あ
る
。

　

町
は
町
内
で
起
業
を
計
画
し
て
い

る
人
の
開
業
資
金
を
最
大
２
０
０
万

円
助
成
す
る
事
業
を
始
め
た
。
新
た

な
商
業
の
担
い
手
を
発
掘
、
支
援
す

る
こ
と
で
町
の
活
性
化
を
図
る
の
が

狙
い
。

　

町
は
今
後
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を

公
募
し
、
審
査
で
認
定
さ
れ
た
事
業

に
開
業
資
金
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
開
業
後
も
経
営
安
定
の
た
め
の

支
援
も
行
う
方
針
だ
。
同
事
業
の
対

象
は
、
町
内
に
在
住
し
て
い
る
か
移

住
す
る
人
。

　

な
お
町
は
８
月　

日
に
、「
に
の

２０

み
や
起
業
家
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

開
催
し
、
同
事
業
の
説
明
を
行
う
と

と
も
に
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
や
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
。

　

町
は
、　

メ
ー
ト
ル
の
「
長
さ
世

１１

界
一
の
焼
き
鳥
」
に
挑
戦
し
、
成
功

し
た
。

　

昨
年
５
月
１
日
の
市
町
村
合
併
で

紀
州
備
長
炭
の
生
産
量
が
日
本
一
と

な
っ
た
町
は
、
備
長
炭
と
町
特
産
の

「
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
」を
全
国
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
焼
き
鳥
に
注
目
。
福
島
県

川
俣
町
が
長
さ　

メ
ー
ト
ル
の
長
さ

１０

世
界
一
の
焼
き
鳥
の
記
録
を
持
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
挑
戦
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

当
日
は
、
長
さ　

メ
ー
ト
ル
の
く

１２

し
に
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥　

キ
ロ
を
さ
し
、

１３

約　

分
間
焼
い
た
。
測
定
の
結
果
、

３０
川
俣
町
の
記
録
を
抜
く　

・　

メ
ー

１１

０７

ト
ル
の�
世
界
記
録�
を
達
成
し
た
。

　

町
は
８
月
か
ら
観
光
用
路
線
バ
ス

に　

年
代
の
レ
ト
ロ
な
ボ
ン
ネ
ッ
ト

６０
バ
ス
を
導
入
し
た
。

　

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
は
、
１
９
６
５

年
製
造
で　

席　

人
乗
り
。
広
島
県

２７

４７

福
山
市
の
福
山
自
動
車
時
計
博
物
館

か
ら
購
入
し
、
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
取

り
付
け
て
現
役
復
帰
さ
せ
た
。

　

運
行
ル
ー
ト
は
、
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
か

ら
同
町
の
岩
井
温
泉
ま
で
の
約　

キ
４０

ロ
、
１
時
間
半
の
コ
ー
ス
で
１
日
２

往
復
す
る
。
途
中
、
浦
富
海
岸
遊
覧

船
や
岩
井
温
泉
で
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス

の
乗
車
券
を
見
せ
る
と
遊
覧
船
の
運

賃
割
引
や
入
浴
料
が
無
料
と
な
る
な

ど
の
特
典
も
つ
く
。

　

運
賃
は
大
人
１
、
０
０
０
円
、
子

ど
も
５
０
０
円
。

　

町
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
短
期
滞

在
型
宿
泊
施
設
を
備
え
た
農
業
体
験

施
設
「
瀬
戸
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
」
を
暫

定
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
地
域
の
活
性

化
や
都
市
と
農
村
の
交
流
を
図
る
の

が
狙
い
。

　

施
設
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、
軽

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル

の
ほ
か
、　

畳
の
研
修
室
や
図
書

３０

室
、
調
理
室
を
設
置
。
ま
た
、
短
期

滞
在
型
宿
泊
施
設
と
し
て
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス　
１０

棟
が
あ
る
。

　

町
は
、
来
年
４
月
の
本
格
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
、
炭
焼
き
体
験
施
設
な

ど
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

「
母
か
ら
子
へ
の
手
紙
」
を
募
集

福
島
県
猪
苗
代
町

町
章
と
町
花
・
木
・
鳥
を
募
集

埼
玉
県
神
川
町

起
業
家
の
開
業
資
金
を
助
成

神
奈
川
県
二
宮
町

町
Ｈ
Ｐ
の
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集

東
京
都
瑞
穂
町

農
業
体
験
施
設
が
暫
定
オ
ー
プ
ン

愛
媛
県
伊
方
町

長
さ
世
界
一
の
焼
き
鳥
に
成
功

和
歌
山
県
日
高
川
町

ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
導
入

鳥
取
県
岩
美
町

学
習
塾
の
対
象
を
拡
大

青
森
県
東
通
村
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随 想

「
富
士
川
の
瀬
々
の
岩
越
す
水
よ
り
も

早
く
も
落
つ
る
伊
勢
平
氏
か
な
」

鴨　

長
明
『
方
丈
記
』

　

日
本
三
大
急
流
富
士
川
に
見
立
て

て
、
平
氏
方
の
敗
走
ぶ
り
を
表
し
て
い

ま
す
。
こ
の
急
流
河
口
近
く
の
西
岸
に

位
置
し
て
い
る
の
が
、
富
士
川
町
で

す
。
川
名
は
「
ふ
じ
が
わ
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
が
、
町
名
は
「
ふ
じ
か
わ
」

と
濁
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
付
近

の
住
民
は
、
川
も
「
ふ
じ
か
わ
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
川
は
古
来
よ
り
日
本
の
東
西
の

境
目
と
言
わ
れ
、
自
然
、
歴
史
、
文
化

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
東
西
の
比
較
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
蛍
の
点
滅
時

間
。
西
は
２
秒
の
間
隔
に
対
し
、
東
は

４
秒
で
す
。
電
気
の
周
波
数
は
西
が　
６０

 

に
対
し
東
は　
 

で
す
。

５０

　

冒
頭
の
「
源
平
富
士
川
の
合
戦
」
も

東
西
の
雌
雄
を
決
す
る
戦
い
の
始
ま
り

で
す
。
１
１
８
０
年　

月　

日
夜
、
甲

１０

２０

㎐

㎐

斐
源
氏
武
田
信
義
一
隊
が
動
い
た
の
に

驚
い
た
水
鳥
の
大
群
が
、
一
斉
に
飛
び

立
っ
た
。
平
氏
方
侍
大
将
上
総
守
忠
清

の
先
陣
は
夜
襲
と
勘
違
い
し
、
鎧
を
す

て
て
京
に
逃
げ
帰
り
ま
す
。
当
町
の

「
物
見
堂
」
と
い
う
地
名
は
、
平
氏
方
の

最
東
端
の
物
見
跡
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
東
名
高
速
道
路
富
士
川

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
付
近
で
、
富
士
山
と

富
士
川
の
眺
望
地
点
と
し
て
多
く
の
人

が
休
憩
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
町
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

私
は
第　

代
目
町
長
と
し
て
就
任
い
た

３６

し
ま
し
た
。
個
人
で
は
３
期
目
に
な
り

ま
す
。
そ
の
際
の
最
重
要
公
約
に
、
対

岸
の
富
士
市
と
の
合
併
を
実
現
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

近
世
ま
で
は
、
暴
れ
川
「
富
士
川
」

は
東
西
を
分
断
す
る
も
の
で
し
た
。
明

治
以
降
、
東
海
道
本
線
、
旧
国
道
１
号

線
、現
国
道
１
号
線
、東
名
高
速
道
路
と

次
々
に
開
通
し
、
近
々
に
は
、
第
二
東

名
も
開
通
す
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

新
々
富
士
川
橋
架
橋
も
着
手
さ
れ
、
川

は
人
・
物
の
流
れ
を
遮
る
も
の
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
圏
域
は
昔
な

が
ら
の
静
岡
市
側
の
県
中
部
に
属
し
て

い
ま
す
が
、
町
民
の
生
活
圏
域
は
ど
ん

ど
ん
東
に
移
り
、
富
士
市
側
と
一
体
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
町
民
の
福
祉
向

上
を
考
え
れ
ば
、
行
政
圏
域
を
変
え
る

こ
と
を
選
択
す
べ
き
だ
と
判
断
し
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
不
交
付
団
体
で
あ
る

富
士
市
と
の
行
政
事
務
合
理
化
が
実
施

さ
れ
る
と
町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
安
定

し
、
質
的
向
上
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
、
次
の
１
０
０
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
上
で
、
２
つ
の
事
業
を
実

現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
東
名
富
士
川
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
活
用
で
す
。
平
成　

年
３
月
、
日

１２

本
で
初
め
て
、
高
速
道
路
と
道
の
駅
を

連
結
し
た
「
富
士
川
楽
座
」
を
開
業
し

ま
し
た
。
公
設
民
営
方
式
で
、「
川
の

科
学
館
」と
商
業
施
設
の
併
設
型
で
す
。

開
業
以
来
、
年
間
２
５
０
万
人
の
来
場

者
と
約　

億
円
の
売
り
上
げ
を
持
続
し

１５

て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
県
内
町
村
で

最
低
の
観
光
入
込
客
数
の
町
が
、
一
気

に
県
内
ト
ッ
プ
に
上
が
り
ま
し
た
。
現

在
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た

め
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
出
入
口
）
を
実

験
導
入
し
て
い
ま
す
。
上
り
線
の
出
入

口
と
下
り
線
の
出
口
が
設
置
さ
れ
、
大

変
好
評
で
す
。
今
後
、
下
り
の
入
口
設

置
と
恒
久
的
運
営
を
目
指
し
、
知
恵
と

財
源
を
絞
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
事
業
は
、
歴
史
的
建
築

物
の
活
用
で
す
。
明
治　

年
竣
工
し
た

４２

「 
古  
谿  
荘 
」
が
、
昨
年　

月
に
国
の
重
要

こ 
け
い 
そ
う

１２

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
近
代
和

風
建
築
の
特
徴
が
、
往
時
の
ま
ま
の
状

態
で
残
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。
時
の
宮
内
大
臣
・
田
中
光
顕

伯
爵
が
建
て
た
延
べ
面
積
約
７
０
０
坪

の
大
規
模
木
造
邸
宅
で
す
。
昭
和　

年
１１

に
講
談
社
初
代
社
長
、
野
間
清
治
氏
が

買
い
取
り
、
現
在
、（
財
）野
間
文
化
財

団
の
所
有
と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
万
７

千
坪
の
敷
地
内
に
は
、
回
遊
式
日
本
庭

園
と
果
樹
園
も
当
時
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
て
、
注
目
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
文
化

財
で
す
。
今
後
、
国
・
県
・
所
有
者
と

協
議
と
再
生
事
業
を
重
ね
、
で
き
る
限

り
早
く
、
公
開
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
、「
不
易
」
に
つ
い
て
考
え
て
い

ま
す
。「
富
士
川
町
」は
明
治
以
降
の
行

政
組
織
の
名
称
で
あ
り
、
た
か
だ
か
１

０
０
年
。
住
民
は
縄
文
時
代
か
ら
住
み

続
け
て
い
ま
す
。「
古
谿
荘
」も
建
物
は

変
わ
ら
な
い
が
、所
有
者
、利
用
形
態
は

変
わ
っ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

も　

年
で
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
人
が

１０
行
き
交
う
場
所
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代

か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

合
併
と
い
う
試
練
が
始
ま
り
ま
す
が
、

当
地
域
の
持
っ
て
い
る
力
は
、
ま
す
ま

す
増
大
さ
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

「
ゆ
く
川
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て　

し

か
も
元
の
水
に
あ
ら
ず
」　

鴨　

長
明

随

想
富
士
川
〜
不
易
流
行
〜

静
岡
県
富
士
川
町
長

坪　

内　

伸　

浩
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総
務
省
の
「
国
勢
調
査
の
実
施
に
関
す

る
有
識
者
懇
談
会
」（
座
長：

竹
内　

啓
東

京
大
学
名
誉
教
授
）
は
、
７
月　

日
に
国

２４

勢
調
査
の
調
査
方
法
見
直
し
に
関
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
た
。

　

同
報
告
書
に
よ
る
と
、
調
査
票
の
配

布
・
回
収
方
法
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

①
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識
等
に
配
慮

し
、
な
る
べ
く
調
査
員
が
世
帯
と
面
会
し

な
く
て
も
回
収
で
き
る
方
法
と
す
る
た

め
、
郵
送
回
収
を
原
則
と
し
、
世
帯
の
希

望
に
応
じ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告
、
役

所
へ
の
持
参
等
も
可
能
と
す
る
。
②
回
収

方
法
の
多
様
化
に
応
じ
、
回
収
率
の
向
上

を
図
る
た
め
、
回
収
状
況
を
一
元
的
に
把

握
・
管
理
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
同
時

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
告
に
関
し
て
万

全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
ず
る
。
③

調
査
票
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
世
帯
の
居

住
を
確
認
し
、
調
査
を
正
確
に
実
施
す
る

た
め
、
原
則
と
し
て
調
査
員
が
世
帯
に
直

接
行
う
が
、
直
接
配
布
が
困
難
な
場
合

は
、
郵
便
受
箱
等
に
調
査
票
を
配
布
す
る

－

等
を
提
言
し
た
。

　

ま
た
、
調
査
員
の
確
保
対
策
と
し
て

は
、
調
査
方
法
の
見
直
し
、
業
務
の
効
率

化
等
に
よ
り
総
数
の
縮
小
、
重
点
配
置
な

ど
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

今
後
、
２
０
１
０
年
の
次
回
調
査
へ
の

改
善
に
向
け
、
①
試
験
調
査
の
実
施
、
②

調
査
方
法
等
の
具
体
化
に
係
る
検
討
会
の

設
置
、
③
調
査
に
つ
い
て
国
民
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
得
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等

関
係
者
で
構
成
す
る
協
議
会
を
設
置
す
る

と
し
て
い
る
。

平
成　

年
度「
食
料
需
給
表
」を
公
表

１７

―
農
林
水
産
省
―

　

現
行
観
光
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和

　

年
か
ら
の
時
代
の
変
化
や
観
光
の
意

３８義
・
観
光
立
国
の
実
現
の
重
要
性
及
び
国

家
戦
略
と
し
て
の
観
光
立
国
の
位
置
付
け

を
明
確
に
規
定
す
る
た
め
、
同
法
改
正
に

向
け
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
政
府
は
２
０
０
３
年
に
５
２
１

万
人
だ
っ
た
外
国
人
旅
行
者
を
２
０
１
０

年
に
１
０
０
０
万
人
に
増
や
す
こ
と
を
目

標
に
、
観
光
立
国
関
係
閣
僚
会
議
に
お
け

る
観
光
立
国
行
動
計
画
の
策
定
や
、
観
光

立
国
推
進
戦
略
会
議
に
お
い
て
観
光
立
国

の
実
現
に
向
け
た
報
告
書
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
る
な
ど
、
近
年
、
観
光
立
国
の
実
現

に
向
け
た
取
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
与
野
党
の
国
会
議
員
に
よ
る
働

き
か
け
も
活
発
化
し
て
お
り
、
特
に
自
民

党
に
お
い
て
は
、
観
光
特
別
委
員
会
に
観

光
基
本
法
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム

（
座
長　

藤
野
公
孝
参
議
院
議
員
）を
設
置

し
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性

化
等
を
目
指
し
、
同
法
の
改
正
を
目
指
し

て
い
る
。

　

主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
法
律

の
施
策
に
関
す
る
基
本
理
念
を
規
定
す
る

と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
加

え
、
観
光
事
業
者
の
努
力
及
び
国
民
の
役

割
も
規
定
す
る
。
ま
た
、
総
合
的
、
計
画

的
推
進
を
図
る
た
め
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
し
て
の
「
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
」

を
定
め
る
。
そ
の
た
め
、
国
の
取
組
み
に

関
す
る
規
定
の
整
備
を
す
る
こ
と
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

前
国
会
（
第
１
６
４
回
）
に
お
い
て
、

国
土
交
通
委
員
会
へ
付
託
決
定
、
議
員
運

営
委
員
会
に
お
い
て
継
続
審
議
と
な
っ
て

お
り
、
次
期
臨
時
国
会
に
お
い
て
の
成
立

を
目
指
し
て
い
る
。

観
光
基
本
法
の
改
正
の
動
き
に
つ
い
て

　

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
食
料
自
給
率
の
算

出
基
礎
と
な
る
「
食
料
需
給
表
」
を
公
表

し
た
。

　

同
表
に
よ
る
と
、
平
成　

年
度
の
国
民

１７

１
人
・
１
年
当
た
り
供
給
純
食
料
（
消
費

量
）
は
、
食
生
活
の
欧
米
化
の
影
響
で
米

や
魚
介
類
が
継
続
し
て
減
少
。
牛
乳
・
乳

製
品
も
飲
料
需
要
を
中
心
に
減
少
し
た

が
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
等
に
よ

り
前
年
度
に
減
少
し
た
鶏
肉
や
健
康
志
向

を
背
景
と
し
て
植
物
油
脂
、
果
実
、
野
菜

が
増
加
し
た
。
国
内
外
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
影
響

が
あ
っ
た
牛
肉
は
横
ば
い
。
こ
の
結
果
、

国
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
総
供
給
熱
量

は
、
対
前
年
度
０
・
４
％
増
（
９
ｋ
ｃ
ａ

ｌ
増
）
の
２
、
５
７
３
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と
な
っ

た
。　　

　

国
内
生
産
量
に
つ
い
て
は
、
馬
鈴
薯
、

魚
介
類
な
ど
が
減
少
し
た
も
の
の
、
前
年

度
に
天
候
不
順
に
よ
り
減
少
し
た
大
豆
、

野
菜
、
果
実
な
ど
が
回
復
し
た
。
こ
の
結

果
、
国
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
国
産
熱

量
は
同
０
・
７
％
増
（
７
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
増
）

の
１
、
０
２
１
ｋ
ｃ
ａ
ｌ
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
、　

年
度
の
食
料
自
給
率

１７

（
㌍
ベ
ー
ス
）
は
、
前
年
度
と
同
じ　

％
で

４０

８
年
連
続
の
横
ば
い
と
な
っ
た
。　　
　

　

な
お
、
政
府
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
計
画
に　

年
度
ま
で
に　

％
ま
で
引

２７

４５

き
上
げ
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
食
料
の
国
内
生
産
額
は
、
畜
産

物
が
増
加
し
た
も
の
の
、
米
や
野
菜
が
単

価
の
低
下
に
伴
い
減
少
し
、
全
体
で　

・
１０

２
兆
円
と
な
っ
た
。
生
産
額
ベ
ー
ス
の
食

料
自
給
率
は
、
前
年
度
と
同
じ　

％
と

６９

な
っ
た
。

「
国
勢
調
査
の
実
施
に
関
す
る
有
識
者
懇

談
会
」報
告
書
ま
と
ま
る　

―
総
務
省
―
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